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   宮代町廃棄物処理検討委員会条例 
 （設置） 
第１条 宮代町の廃棄物処理に係る諸事項について総合的に調査及び検討するため、宮代

町廃棄物処理検討委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
 （所掌事務） 
第２条 委員会は、次に掲げる事項について町長の諮問に応じ、調査及び検討を行い、そ

の結果を町長に答申するものとする。 
（１）一般廃棄物処理基本計画の策定に関すること。 
（２）廃棄物処理の必要な事項に関すること。 
（３）その他町長が必要と認める事項に関すること。 
 （組織） 
第３条 委員会は、委員１５人以内をもって組織し、次に掲げる者のうちから町 長が任

命する。 
（１）住民組織の代表者 
（２）公募による町民 
（３）識見を有する者 
（４）商工業関係者 
（５）その他町長が必要と認める者 
 （任期） 
第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 
 （会長及び副会長） 
第５条 委員会に会長（以下「会長」という。）及び副会長１人を置く。 
２ 会長及び副会長は、委員の互選によりこれを決定する。 
３ 会長は、委員会を代表し、会務を総理する。 
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 
 （会議） 
第６条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、その議長となる。た

だし、委員任命後の最初の委員会の会議は、町長が招集する。 
２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 
３ 委員会の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 
４ 会長は、必要があると認めるときは、会議に関係者の出席を求め、意見若しくは説明

を聴き、又は関係者に必要な資料の提出を求めることができる。 
 （報酬及び費用弁償） 
第７条 委員の報酬及び費用弁償は、特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例（平成

１８年宮代町条例第１０号）の定めるところにより支給する。 
 （秘密の保持） 

第８条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様と

する。 

 （庶務） 
第９条 委員会の庶務は、町民生活課において処理する。 
 （委任） 
第１０条 この条例に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、町長が別に

定める。 

   附 則 
この条例は、平成２７年４月１日から施行する。 
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宮代町廃棄物処理検討委員会  委員名簿 
 

区   分 氏 名 

１ 

住民組織の代表者 

１号委員 

コジマ トヨフミ 

小島 豊文 

２ １号委員 

コバヤシ リョウイチ 

小林 良一 

３ １号委員 

コムロ ヒコジロウ 

小室 彦次郎 

４ １号委員 

シキダ マサトシ 

式田 正利 

５ １号委員 

ナガクラ サダオ 

長倉 完夫 

６ １号委員 

ヨシダ シゲコ 

吉田 シゲ子 

７ 

公募による町民 

2号委員 

カンダ マユミ 

神田 真由美 

８ 2号委員 

コヤジマ ツネオ 

小矢島 恒雄 

９ 2号委員 

ヤマネ タマエ 

山根 珠江 

１０ 
識見を 

有する者 
3号委員 

アメミヤ タカシ 

雨宮 隆 

１１ 

商工業関係者 

4号委員 

カラサワ アキノリ 

唐澤 秋徳 

１２ 4号委員 

スドウ タカシ 

須藤 貴志 

１３ 4号委員 

ヨコオ コウジロウ 

横尾 幸次郎 

 


